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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の伝送構成を有するダウンリンクトランスポートチャネルを用いて、通信ネットワ
ーク内で論理チャネルを送信する方法であって、該方法は、
　前記ダウンリンクトランスポートチャネルを受信すべきＵＥによって要求される制御情
報の量を低減するために、前記ダウンリンクトランスポートチャネルの取り得る前記伝送
構成を制限すること、
　前記ダウンリンクトランスポートチャネルの制限された前記伝送構成に関連する前記制
御情報を送信すること、及び
　前記ダウンリンクトランスポートチャネルを介して、前記論理チャネルの少なくとも一
部のデータを送信することを含む、方法。
【請求項２】
　前記ダウンリンクトランスポートチャネルの前記取り得る伝送構成は、該伝送構成の１
つ又は複数のタイプに関連する前記制御情報の必要量を低減するように制限される、請求
項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記ダウンリンクトランスポートチャネルの前記取り得る伝送構成は、該伝送構成の１
つ又は複数のタイプに関連する前記制御情報を送信しないように制限される、請求項１又
は２に記載の方法。
【請求項４】
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　帯域外シグナリングを用いて、選択された前記ダウンリンクトランスポートチャネルに
対応する前記制御情報を送信することをさらに含む、請求項１～３のいずれか一項に記載
の方法。
【請求項５】
　帯域内シグナリングを用いて、選択された前記ダウンリンクトランスポートチャネルに
対応する前記制御情報を送信することをさらに含む、請求項１～３のいずれか一項に記載
の方法。
【請求項６】
　前記制御情報の前記送信は、誤り検出情報を付加することなく行われる、請求項４に記
載の方法。
【請求項７】
　送信される前記ダウンリンク論理チャネルの前記データは共通論理チャネルである、請
求項１～６のいずれか一項に記載の方法。
【請求項８】
　前記ダウンリンクトランスポートチャネルの前記取り得る伝送構成は、前記ダウンリン
クトランスポートチャネルの以下の伝送構成タイプ、すなわち、
　物理資源割当て、
　変調方式、
　ＭＩＭＯ情報、
　ＨＡＲＱ情報、及び
　ペイロードサイズ情報、
のうちの１つ又は複数のタイプに関連する制御情報をシグナリングしなくて済むように、
又はシグナリングする必要性を低減するように制限される、請求項１～７のいずれか一項
に記載の方法。
【請求項９】
　前記通信ネットワークは３ＧＰＰ標準規格に従って動作する、請求項１～８のいずれか
一項に記載の方法。
【請求項１０】
　前記通信ネットワークは、３ＧＰＰロングタームエボリューション（ＬＴＥ）に従って
動作するＯＦＤＭシステムである、請求項９に記載の方法。
【請求項１１】
　前記共通論理チャネルは、ＢＣＣＨ、ＭＣＣＨ、ＭＴＣＣＨ及びＰＣＣＨのうちのいず
れか１つである、請求項１０に記載の方法。
【請求項１２】
　前記ダウンリンクトランスポートチャネルはＤＬ－ＳＣＨである、請求項１０又は１１
に記載の方法。
【請求項１３】
　ＰＤＣＣＨ上で前記ダウンリンクトランスポートチャネル及び共通論理チャネルに対応
する前記制御情報を送信することをさらに含む、請求項９～１２のいずれか一項に記載の
方法。
【請求項１４】
　ＢＣＨ上で前記選択されたダウンリンクトランスポートチャネル及び共通論理チャネル
に対応する前記制御情報を送信することをさらに含む、請求項９～１２のいずれか一項に
記載の方法。
【請求項１５】
　前記方法は、前記共通論理チャネルを搬送するときに前記ダウンリンクトランスポート
チャネルを受信するために必要とされる前記制御情報の量を低減するために、
　前記ダウンリンクトランスポートチャネルの物理資源割当てに制約を加えること、
　前記変調方式をＱＰＳＫに限定すること、
　前記ダウンリンクトランスポートチャネルを介して送信されるデータに関してＨＡＲＱ
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を使用しないこと、及び
　取り得るトランスポートブロックサイズに制約を加えること、
のうちの１つ又は複数の方法で前記ダウンリンクトランスポートチャネルを構成すること
を含む、請求項９～１４のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１６】
　前記ダウンリンクトランスポートチャネルの前記取り得る伝送構成は、該ダウンリンク
トランスポートチャネルの該伝送構成をシグナリングするために必要な唯一の前記制御情
報が、前記ダウンリンクトランスポートチャネル上で割り当てられる資源ブロックの数で
あるように制限される、請求項９～１５のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１７】
　前記制御情報の送信は、ＣＲＣ誤り訂正ビットを付加することなく行われる、請求項９
～１６のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１８】
　前記共通論理チャネルはＢＣＣＨであり、前記ダウンリンクトランスポートチャネルは
ＤＬ－ＳＣＨであり、該ＤＬ－ＳＣＨ上で送信される共通データの一部はスケジューリン
グユニット（ＳＵ）である、請求項９～１７のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１９】
　前記ＰＤＣＣＨの前記伝送構成を前記ＵＥにシグナリングすること、又は
　前記ＰＤＣＣＨの前記伝送構成を予め規定すること、
のうちの１つをさらに含む、請求項１３に記載の方法。
【請求項２０】
　無線通信システムにおいて用いるための無線基地局（ＢＴＳ）であって、該ＢＴＳは複
数のチャネルを介して複数の移動端末と通信するように構成され、該ＢＴＳは、請求項１
～１９のいずれか一項に記載の方法を用いて、ダウンリンクトランスポートチャネルを介
して論理チャネルのデータの少なくとも一部を送信するように構成される、無線基地局。
【請求項２１】
　請求項２０に記載のＢＴＳを含む通信システム。
【請求項２２】
　複数の伝送構成を有するダウンリンクトランスポートチャネルを用いて通信ネットワー
クにおいて論理チャネルを送信するために、ＢＴＳにおいて用いるためのプログラムであ
って、該プログラムは、
　前記ダウンリンクトランスポートチャネルを受信するためにＵＥによって要求される制
御情報の量を低減するために、前記ダウンリンクトランスポートチャネルの取り得る前記
伝送構成を制限するステップと、
　前記ダウンリンクトランスポートチャネルの限られた前記伝送構成に関連する前記制御
情報を送信するステップと、
　前記ダウンリンクトランスポートチャネルを介して前記論理チャネルデータの少なくと
も一部を送信するステップと、
に従って前記ＢＴＳを動作させる、プログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、通信システムにおいて共通チャネルを送信する方法及びシステムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　第３世代パートナーシッププロジェクト（３ＧＰＰ）によって用いられる専門用語と一
致した用語を用いて、好ましい実施の形態を説明することが好ましいと考えられる。しか
しながら、本発明は、３ＧＰＰ標準規格に準拠するネットワークにおいて用いることに限
定されてはならない。
【０００３】
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　本明細書において先行技術として述べられる技術は、本出願の優先日において、当該技
術分野における共通の一般知識の一部を形成するものではない。
【０００４】
　本明細書全体を通じて、以下の表１の略語及び接頭語を用いる。
【０００５】
【表１】

【０００６】
　３ＧＰＰは、いわゆるロングタームエボリューション（ＬＴＥ）ネットワークのような
将来のセルラー通信ネットワークにおいて、無線でシステム情報を送信するための特定の
原則について合意している。これらの原則は以下のものを含む。
・システム情報（ＳＩ）は各セル（又は基地局）においてブロードキャストされ、システ
ムのサービスにアクセスしたいいずれＵＥもＳＩを読み取る必要がある。
・ブロードキャストトランスポートチャネル（ＢＣＨ）に、一定量の或る重要なキーとな
るＳＩが送信されるべきである。
・残りのＳＩに関して、同じスケジューリング要件（すなわち、周期性）を有するＳＩが
１つのスケジューリングユニット（ＳＵ）にグループ化されて、ダウンリンク共有トラン
スポートチャネル（ＤＬ－ＳＣＨ）を用いて送信される。可変量のＳＩを含むことができ
る複数のスケジューリングユニットが存在することができる。最も頻繁に送信されるＳＩ
は、ＳＵ－１と呼ばれるスケジューリングユニットにグループ化される。
・ＢＣＨは、ＳＵ－１に関連するスケジューリング情報（すなわち、ＳＵ－１が送信され
るとき）を含み、ＳＵ－１は他のＳＵに関連するスケジューリング情報を含む。
・ＵＥは、少なくともセル選択及び再選択のために、ＢＣＨ上でＳＩを取得し、ＤＬ－Ｓ
ＣＨ上でＳＵ－１内のＳＩを取得する必要がある。
・３ＧＰＰはまた、ＢＣＨのカバレッジ及び性能要件を、１％ＢＬＥＲで９８％のカバレ
ッジと指定している。ＳＵ－１を搬送するＤＬ－ＳＣＨに対しても、同じカバレッジ及び
性能が要求される。
【０００７】
　一般的に、ＤＬ－ＳＣＨは、上位層からのペイロード（Ｌ２データ）を搬送し、そのデ
ータは、ＳＵ又は他のトラフィック若しくは制御情報とすることができる。ＤＬ－ＳＣＨ
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は、ＢＴＳからＵＥにデータを有効に送信するためにシステムが制御することができる多
数の伝送特性又は伝送構成を有する。３ＧＰＰは、少なくとも以下の伝送構成がネットワ
ークの制御下にあることに関して合意している。
・ＤＬ－ＳＣＨのための資源割当て：すなわち、ＤＬ－ＳＣＨに使用できる仮想資源ブロ
ック又は物理資源ブロックの数、及びシステム帯域幅におけるロケーション（位置）。
・ＤＬ－ＳＣＨに用いられる変調方式：たとえば、ＱＰＳＫ又は１６ＱＡＭ若しくは６４
ＱＡＭ
・ＤＬ－ＳＣＨのトランスポートブロックサイズ（又はペイロードサイズ）情報：この情
報は、割り当てられたＲＢの数及び変調方式と共に、トランスポートブロックサイズを指
示する。
・ＤＬ－ＳＣＨのためのＨＡＲＱ情報
・ＭＩＭＯ関連情報
【０００８】
　ＵＥがＤＬ－ＳＣＨを受信し、正確に復号化することができるように、ＤＬ－ＳＣＨ毎
に、ＤＬ－ＳＣＨの伝送構成を含む関連するＬ１／Ｌ２制御チャネルを送信する必要があ
る。Ｌ１／Ｌ２制御チャネルの伝送構成は、ＵＥが受信することができるように、ＵＥに
知られている。Ｌ１／Ｌ２制御チャネルのＣＲＣビットは、ＩＤを知っている唯一のＵＥ
が、Ｌ１／Ｌ２制御情報を正確に復号化することができ、その後、ＤＬ－ＳＣＨを復号化
することができるように、或るＩＤによってマスクされる。共通のＩＤが用いられる場合
には、同じＩＤを共有する全てのＵＥが、Ｌ１／Ｌ２制御情報を復号化し、その後、ＤＬ
－ＳＣＨを復号化することができる。したがって、ＩＤ情報を変更する、たとえば、ＩＤ
情報を、多数のＵＥに共通にするか、又は１つのＵＥに特有にすることによって、システ
ムはそれぞれ、共通論理チャネル又は専用論理チャネルを送信するために、そのＤＬ－Ｓ
ＣＨを用いることができる。
【０００９】
　上記で言及されたように、ＤＬ－ＳＣＨがＳＵ－１を搬送するとき、その関連するＬ１
／Ｌ２制御チャネルに、同じカバレッジ及び性能要件（１％ＢＬＥＲで９８％カバレッジ
）を適用することができる。そのようなＬ１／Ｌ２制御チャネルを送信するために必要と
される物理資源オーバーヘッドの１つの例示的な推定が、以下に与えられる。
【００１０】
　一例として、５ＭＨｚシステムの場合、全Ｌ１／Ｌ２制御情報は、１６ビットＣＲＣを
含む、約４０ビットになる。３ＧＰＰによる或る予備評価によれば、９８％カバレッジ及
び１％ＢＬＥＲを達成するために、符号化率が、２つの送信アンテナの場合に１／１２に
、１つの送信アンテナの場合に１／２４にならなければならないことがわかっている。そ
れゆえ、上記で指定された４０ビットペイロードの場合、ＱＰＳＫ変調が用いられるとき
に、要求される物理資源オーバーヘッドは、２アンテナ及び１アンテナの場合にそれぞれ
４８０ビット及び９６０ビットであり、すなわち、２４０ＲＥ及び４８０ＲＥである。全
てのＬ１／Ｌ２制御チャネルを送信するために利用することができる最大物理資源は、２
アンテナ及び１アンテナの場合にそれぞれ８００ＲＥ及び８５０ＲＥであり、このＬ１／
Ｌ２制御の場合、物理資源オーバーヘッドはそれぞれ３０％及び５６％になる。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１１】
　したがって、そのようなシステムにおいて、このＬ１／Ｌ２制御チャネルの場合のオー
バーヘッドのレベルを低減することが望ましい。
【課題を解決するための手段】
【００１２】
　第１の態様において、本発明は、複数の伝送構成を有するダウンリンクトランスポート
チャネルを用いて、通信ネットワーク内で論理チャネルを送信する方法であって、該方法
は、ダウンリンクトランスポートチャネルを受信するＵＥによって要求される制御情報の
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量を低減するために、ダウンリンクトランスポートチャネルの取り得る伝送構成を制限す
ること、ダウンリンクトランスポートチャネルの限られた伝送構成に関連する制御情報（
即ち、制御情報セット）を送信すること、及びダウンリンクトランスポートチャネルを介
して、論理チャネルデータの少なくとも一部を送信することを含む、方法を提供する。
【００１３】
　本発明の一実施の形態において、ダウンリンクトランスポートチャネルの取り得る伝送
構成を、伝送構成の１つ又は複数のタイプに関連する制御情報の必要量を低減するように
制限することができる。
【００１４】
　本発明の一実施の形態において、ダウンリンクトランスポートチャネルの取り得る伝送
構成を、伝送構成の１つ又は複数のタイプに関連する制御情報を送信しなくても済むよう
に制限することができる。
【００１５】
　本方法は、帯域外シグナリングを用いて、選択されたダウンリンクトランスポートチャ
ネルに対応する制御情報を送信することをさらに含むことができる。代替的に、本方法は
、帯域内シグナリングを用いて、選択されたダウンリンクトランスポートチャネルに対応
する制御情報を送信することをさらに含むことができる。
【００１６】
　制御情報の送信を、誤り検出情報を付加することなく行うことができる。
【００１７】
　送信されるダウンリンク論理チャネルのデータは好ましくは、共通論理チャネルである
。
【００１８】
　本発明の一実施の形態において、ダウンリンクトランスポートチャネルの取り得る伝送
構成は、ダウンリンクトランスポートチャネルの以下の伝送構成タイプ、すなわち、物理
資源割当て、変調方式、ＭＩＭＯ情報、ＨＡＲＱ情報、及びペイロードサイズ情報のうち
の１つ又は複数のタイプに関連する制御情報をシグナリングしなくて済むように、又はシ
グナリングする必要性を低減するように制限される。
【００１９】
　好ましくは、通信ネットワークは３ＧＰＰ標準規格に従って動作する。通信ネットワー
クは、３ＧＰＰロングタームエボリューション（ＬＴＥ）に従って動作するＯＦＤＭシス
テムとすることができる。
【００２０】
　この場合、共通論理チャネルは、ＢＣＣＨ、ＭＣＣＨ、ＭＴＣＣＨ及びＰＣＣＨのうち
のいずれか１つとすることができる。ダウンリンクトランスポートチャネルはＤＬ－ＳＣ
Ｈとすることができる。
【００２１】
　本方法は、ＰＤＣＣＨ上でダウンリンクトランスポートチャネル及び共通論理チャネル
に対応する制御情報を送信することをさらに含むことができる。
【００２２】
　いくつかの実施の形態において、本方法は、ＢＣＨ上で選択されたダウンリンクトラン
スポートチャネル及び共通論理チャネルに対応する制御情報を送信することをさらに含む
。
【００２３】
　本方法は、共通論理チャネルを搬送するときにダウンリンクトランスポートチャネルを
受信するために必要とされる制御情報の量を低減するために、ダウンリンクトランスポー
トチャネルの物理資源割当てに制約を加えること、変調方式をＱＰＳＫに限定すること、
ダウンリンクトランスポートチャネルを介して送信されるデータに関してＨＡＲＱを使用
しないこと、及び取り得るトランスポートブロックサイズに制約を加えることのうちの１
つ又は複数の方法でダウンリンクトランスポートチャネルを構成することを含むことがで
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きる。
【００２４】
　いくつかの実施の形態において、ダウンリンクトランスポートチャネルの取り得る伝送
構成を、ダウンリンクトランスポートチャネルの伝送構成をシグナリングするために必要
な唯一の制御情報が、ダウンリンクトランスポートチャネル上で割り当てられる資源ブロ
ックの数であるように制限することができる。
【００２５】
　好ましくは、制御情報の送信は、ＣＲＣ誤り訂正ビットを付加することなく行われる。
【００２６】
　共通論理チャネルがＢＣＣＨであり、且つダウンリンクトランスポートチャネルがＤＬ
－ＳＣＨであるいくつかの実施の形態において、ＤＬ－ＳＣＨ上で送信される共通データ
の一部はスケジューリングユニット（ＳＵ）とすることができる。
【００２７】
　本方法は、ＰＤＣＣＨの伝送構成をＵＥにシグナリングすること、又はＰＤＣＣＨの伝
送構成を予め規定することのうちの１つをさらに含むことができる。
【００２８】
　第２の態様において、本発明は、無線通信システムにおいて用いるための無線基地局（
ＢＴＳ）であって、該ＢＴＳは複数のチャネルを介して複数の移動端末と通信するように
構成され、該ＢＴＳは、本発明の一実施の形態による方法を用いて、ダウンリンクトラン
スポートチャネルを介して論理チャネルデータの少なくとも一部を送信するように構成さ
れる、無線基地局を提供する。
【００２９】
　さらなる態様において、本発明は、本発明の一実施の形態に従って動作するＢＴＳを含
む通信システムを提供する。
【００３０】
　ここで、本発明の例示的な実施形態を、一例として、添付の図面を参照しながら説明す
るが、その例には限定されない。
【図面の簡単な説明】
【００３１】
【図１】本発明の一実施形態による、２つの送信アンテナが複数のＵＥにブロードキャス
トするＯＦＤＭ通信システムにおいて動作することができる基地局の概略図である。
【図２】図１の基地局においてＬ１／Ｌ２制御情報を処理するために用いられる処理チェ
ーンの概略図である。
【図３】ＤＬ－ＳＣＨへのＬ２データを処理するように構成される、図１の基地局の部分
の概略図である。
【図４】本発明の一実施形態による、ＤＬ－ＳＣＨ及びＢＣＨの送信の相対的なタイミン
グを示す図である。
【図５】本発明の一実施形態によるサブフレームの構造を示す図である。
【図６】図１に示されるような基地局においてＬ１／Ｌ２制御情報を処理するために本発
明の一実施形態において用いられる、変更された処理チェーンの概略図である。
【図７】図１に示されるものと同様の基地局において、ＤＬ－ＳＣＨへのＬ２データを処
理するために本発明の一実施形態において用いられる、変更された処理チェーンの概略図
である。
【発明を実施するための形態】
【００３２】
　最新のセルラー無線システムの物理層を設計する際に、１つのＢＴＳから１つ又は複数
のＵＥにさまざまなタイプの情報を送信するために、ＤＬ－ＳＣＨを広く使用することが
知られている。通常、ＤＬ－ＳＣＨはＬ２データを搬送し、ＵＥがＤＬ－ＳＣＨを正確に
受信することができるように、制御情報を搬送する１つの関連するＬ１／Ｌ２制御チャネ
ルが存在する。
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【００３３】
　図１は、複数のＵＥ（ＵＥ１、ＵＥ２、．．．ＵＥＭ）にブロードキャストするＢＴＳ
１００を例示する概略的なブロック図を示す。ＢＴＳ１００は、複数のアンテナ上に、複
数のチャネルを送信する。この例において例示されるチャネルは、ＤＬ－ＳＣＨ及びＢＣ
Ｈを含む。他のチャネルもＢＴＳ１００によって送信されるが、当業者には理解できるよ
うに、ここでは、本発明の実施態様に関連するチャネルについてのみ説明される。
【００３４】
　ＢＴＳ１００は、以下のものを送信する。すなわち、
・ＤＬ－ＳＣＨ３００を用いて、Ｌ２データ１０４、
・Ｌ１／Ｌ２制御チャネル２００を用いて、関連するＬ１／Ｌ２制御情報１０２、
・ＢＣＨ４００を用いて、ＳＩ１０６、及び
・他のチャネルを表すデータ１０８、
【００３５】
　処理チェーン２００、３００、４００の出力は、物理マッピングブロック１１０に送ら
れ、多数のチャネルが物理資源（時間／周波数／符号等）にマッピングされる。物理的に
マッピングした後に、アンテナ１１８及び１１８Ａのそれぞれを対象とする信号が、それ
ぞれのＩＦＦＴブロック１１２及び１１２Ａにおいて、時間領域信号に変換される。その
後、ＣＰ挿入ブロック１１４及び１１４Ａによって、各時間領域信号にサイクリックプレ
フィックスが付加され、その後、ＲＦステージ１１６及び１１６Ａにおいて、ＲＦ変調さ
れる。その後、結果として生成されたＲＦ信号が、アンテナ対１１８及び１１８Ａにおい
て送信される。
【００３６】
　いずれにしても、ＢＴＳ１００内の各処理チェーン２００、３００及び４００は、コン
ピュータ読取り可能媒体内に格納することができるプログラムに従って、残りのブロック
と協働することができる。
【００３７】
　Ｌ１／Ｌ２制御情報１０２のための処理チェーン２００は、図２において、さらに詳細
に例示される。
【００３８】
　このチェーンへの入力は、関連するＤＬ－ＳＣＨを受信し、復号化する前に、ＵＥが得
る必要があるシグナリング情報である。たとえば、Ｌ１／Ｌ２制御情報１０２は、以下の
ものを含んでいる。すなわち、
・ＤＬ－ＳＣＨのための物理資源割当てと、
・ＤＬ－ＳＣＨのための変調方式と、
・ＤＬ－ＳＣＨに関連するＨＡＲＱ情報と、
・ＤＬ－ＳＣＨのためのペイロードサイズ情報と、
・制御情報がそのＵＥを対象にしたものであるか否かをＵＥが認識できるようにするＩＤ
情報と、
・他の情報
である。
【００３９】
　Ｌ１／Ｌ２制御情報１０２の処理は、ＣＲＣブロック２０２において開始する。このブ
ロックは、誤り検出のためにＵＥによって用いられるＣＲＣビットを計算する。その後、
計算されたＣＲＣビットは、或るＩＤによってマスクされ、そのＩＤを知っている唯一の
ＵＥがＬ１／Ｌ２制御情報１０２を正確に復号化し、その後、ＤＬ－ＳＣＨを復号化でき
るようにする。共通のＩＤが用いられる場合には、同じＩＤを共有する全てのＵＥが、Ｌ
１／Ｌ２制御を復号化し、その後、ＤＬ－ＳＣＨを復号化することができる。したがって
、ＩＤ情報を変更する、たとえば、ＩＤ情報を、多数のＵＥに共通にするか、又は１つの
ＵＥに特有にすることによって、システムはそれぞれ、共通論理チャネル又は専用論理チ
ャネルを送信するために、そのＤＬ－ＳＣＨを用いることができる。
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【００４０】
　ブロック２０２の出力（Ｌ１／Ｌ２制御情報ビット及びマスクされたＣＲＣビットを含
む）は、チャネルコーディングブロック２０４に渡され、その後、レート整合ブロック２
０６に渡され、符号化された情報が、利用可能な限られた物理資源に整合される。次に、
インターリーブブロック２０８が、ＵＥにおいて誤り訂正を改善するために、チャネルイ
ンターロック又はインターリーブを実行する。チャネルインターリーブ後に、変調ブロッ
ク２１０が実行される。
【００４１】
　ＤＬ－ＳＣＨの送信チェーン３００は、図３において、さらに詳細に例示される。チェ
ーン３００への入力１０４は、送信されるＬ２データブロックである。そのデータブロッ
クは、ＣＲＣ付加ブロック３０２によって最初に処理され、該ＣＲＣ付加ブロックは、Ｃ
ＲＣビットを計算し、その後、それらのビットをＵＥにおける誤り検出のためにデータに
付加する。次に、ＵＥにおける誤り訂正をさらに支援するために、そのデータブロックは
、チャネルコーディングのためのチャネルコーディングブロック３０４に渡される。次に
、そのデータは、レート整合・ＨＡＲＱブロック３０６によって処理される。ＨＡＲＱを
使用すると、誤りがある場合に、高速で、且つ適応的な再送を用いることによってスルー
プットが改善される。レート整合器を用いて、符号化された情報が利用可能な物理資源に
整合される。次に、そのデータは、チャネルインターリーブブロック３０８に送信され、
その後、適応変調ブロック３１０によって変調される。
【００４２】
　ほとんどの状況では、セル内のさまざまなロケーションにある多数のＵＥによって共通
チャネルが確実に読み取られる必要があるので、共通チャネルのためのカバレッジ要件は
非常に高い。それゆえ、ＳＩが共通論理チャネル上で送信されるときのように、ＤＬ－Ｓ
ＣＨが共通論理チャネルを送信するために用いられる場合には、関連するＬ１／Ｌ２制御
情報１０２を送信するために必要とされる物理資源のオーバーヘッドも非常に高い。従っ
て、ＤＬ－ＳＣＨ上で共通論理チャネルの送信に関連した、関連Ｌ１／Ｌ２制御情報のサ
イズを最小にすることが重要である。
【００４３】
　ＤＬ－ＳＣＨはいずれにしても送信されなければならないので、ＤＬ－ＳＣＨそのもの
はオーバーヘッドとは見なされないことに留意されたい。
【００４４】
　望ましくはオーバーヘッドを最小限に抑えることに対処するために、本発明者は、Ｌ１
／Ｌ２制御情報１０２内の情報のタイプ毎に以下の要件を特定している。
【００４５】
　ＤＬ－ＳＣＨのための物理資源割当てを最適にする（最小にする）ことができる。一般
的に、専用論理チャネルのための物理資源割当ては、スケジューリング利得及びスケジュ
ーリング柔軟性を最大にするために、完全に柔軟（又は完全に動的）である必要があり、
たとえば、システムスループット、すなわちスケジューリング利得を最大にするために、
ＵＥ毎の物理資源割当ては、チャネル状態情報に関する各ＵＥフィードバックに基づいて
行なうことができる。また、ＵＥを対象とするＬ２データは、いずれの場合にもＬ１に到
着するから、ＢＴＳは、その時点で空いている任意の物理資源を、このＵＥのＤＬ－ＳＣ
Ｈに割り当てる、すなわち柔軟にスケジューリングすることができなければならない。一
方、共通論理チャネルのための物理資源割当ては、スケジューリング利得がない（共通チ
ャネルは、全てのＵＥのためのチャネルである）ので完全に柔軟である必要はなく、ＢＴ
Ｓは、共通チャネルのＬ２データがＬ１に到着する時刻を予め知っているので、スケジュ
ーリング柔軟性も不要である。
・共通論理チャネルの場合、通常は適応的な変調が不要であるので、ＤＬ－ＳＣＨのため
の変調方式を固定することができる（たとえば、ＱＰＳＫだけが用いられる）。
・共通論理チャネルの場合、通常はＨＡＲＱが不要であるので、ＤＬ－ＳＣＨのＨＡＲＱ
情報を削除することができる。
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・共通論理チャネルの符号化率は、専用論理チャネルの柔軟性レベルを有する必要はない
ので、ＤＬ－ＳＣＨのペイロードサイズ情報を低減する（最小にする）ことができる。
・関連するＬ１／Ｌ２制御チャネルの良好なカバレッジに起因して、或るＩＤ情報によっ
てマスクされるＣＲＣを削除することができる。また、全てのＵＥに知られている所定の
物理ロケーションにおいて送信することができる関連するＬ１／Ｌ２制御をマスクする必
要はない。そうすることによって、ＵＥにおける関連するＬ１／Ｌ２制御の検出性能も改
善される。
【００４６】
　本発明者は、３ＧＰＰ　ＯＦＤＭシステムにおいてＬ１／Ｌ２制御情報要件をさらに低
減することができることを確認している。
【００４７】
　この場合、ＤＬ－ＳＣＨのためのＨＡＲＱ情報は完全に不要であるので、ブロードキャ
ストする必要はない。また、ＱＰＳＫしか用いられないので、ＤＬ－ＳＣＨのために用い
られる変調方式を含む必要はない。資源割当ては、２つの重要な情報を含み、第１の情報
はＲＢの数であり、第２の情報はシステム帯域幅内の各ＲＢのロケーションである。
【００４８】
　所定のロケーションを決定する周波数スケジューリングは不要であるため、この第２の
情報は、大部分が不要である。高度な細分性は不要であり、ＤＬ－ＳＣＨの符号化率は約
１／１２又は１／２４になるので、ＤＬ－ＳＣＨのペイロードサイズも部分的に、完全に
不要である。良好なカバレッジ（９８％カバレッジ及び１％ＢＬＥＲ）に起因して、１６
ビットＣＲＣも完全に不要であり、全てのＵＥに知られている所定のロケーションにおい
て送信することができる共通のＬ１／Ｌ２制御チャネルをマスクする必要はない。
【００４９】
　この状況を有効に利用するために、本発明の実施形態では、ＢＴＳが、ＢＣＨトランス
ポートチャネルを用いて或るＳＩをブロードキャストし、ＤＬ－ＳＣＨを用いて或るＳＩ
（ＳＩＭと呼ばれる）をブロードキャストする。ＵＥが、ＳＵ－１を搬送するＤＬ－ＳＣ
Ｈの受信時間がわかるように、ＢＣＨを用いてＳＵ－１のスケジューリング情報が送信さ
れる。
【００５０】
　したがって、本発明の実施形態では、関連するＬ１／Ｌ２制御情報のペイロードを大幅
に低減することができる。たとえば、３ＧＰＰ　ＯＦＤＭシステムでは、いくつかのオプ
ションを利用することができる。
【００５１】
　オプション１：
　このオプションによれば、関連するＬ１／Ｌ２制御情報を概ね最大限に低減できるよう
になる。
　ＢＴＳは、ＤＬ－ＳＣＨのために用いられるＲＢの数（Ｍ）だけを送信するように構成
することができる。この場合、Ｍは、周波数ダイバーシティを最大にすべきであるデータ
のためのＲＢのロケーションを正確に暗示的に指示し、ＤＬ－ＳＣＨのための符号化率が
１／１２又は１／２４に固定されるものと仮定すると、Ｍは、ＤＬ－ＳＣＨのペイロード
サイズを暗示的に指示している。
【００５２】
　オプション２：
　このオプションでは、関連するＬ１／Ｌ２制御情報の低減が、オプション１と比べて少
ない。このオプションでは、ＢＴＳは、資源割当て情報に加えて、必要に応じて、ペイロ
ードサイズシグナリング情報又は他の情報を送信するように構成される。
【００５３】
　上記の、オプション１又はオプション２において低減される関連Ｌ１／Ｌ２制御情報は
、以下のいずれかを用いて、ＵＥに送信することができる。
　Ａ．物理層シグナリング、たとえば、ＣＣＥ。この技法は有利には、ＢＣＨの場合のシ
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グナリング負荷を低減する。
　Ｂ．帯域内シグナリング、例えば、ＢＣＨ上のシグナリングであり非常に信頼性が高い
という利点を有する。
【００５４】
　図４は、ＢＣＨ上でＳＵ－１のためのスケジューリング情報を送信し、ＤＬ－ＳＣＨ上
でＳＵ－１を実際に送信するタイミングを示す。図から明らかなように、ＳＵ－１は、Ｂ
ＣＨ上でスケジューリング情報が送信されてからＫサブフレーム後に送信される。
【００５５】
　ＳＵ－１が、複数のセルから時間的に同期して送信される（たとえば、ＵＥが一度の起
動中に、同期しているネットワーク内の複数のセルのＳＵ－１を受信することができるよ
うにする）ことが望ましい場合には、セル間干渉をランダム化するか、又は回避するため
に、Ｍ個のＲＢのロケーションはセル特有のロケーションとなり、送信オプションＡが用
いられる場合には、セル間干渉をランダム化するか、又は回避するために、関連するＬ１
／Ｌ２制御チャネルを物理ＲＥ上にマッピングすることができる。
【００５６】
　ＣＣＥをセル毎に特有の方法で物理ＲＥ上にマッピングして、セル間干渉をランダム化
するか、又は回避する場合には、システム内の全てのセルにおける関連するＬ１／Ｌ２制
御のために同じ所定のＣＣＥを用いて、関連するＬ１／Ｌ２制御受信を簡単にし、且つそ
の信頼性を高めることができる。代替的には、ＣＣＥが全てのセルの場合に共通の方法で
物理ＲＥ上にマッピングされる場合には、異なるセルでは、関連するＬ１／Ｌ２制御のた
めに異なるＣＣＥが用いられるべきであり、すなわち、関連するＬ１／Ｌ２制御受信を簡
単し、その信頼性を高めるために、関連するＬ１／Ｌ２制御を搬送するＣＣＥはセル特有
である。
【００５７】
　図５は、本発明の一実施形態に従って配置される一対の隣接するセル（セルＡ、セルＢ
）のための一対のサブフレーム５００及び５０２を示す。
【００５８】
　各サブフレームは、４８サブキャリア（図において行で示される）及び、１４ＯＦＤＭ
シンボルを含む。各サブフレームにおいて、Ｌ１／Ｌ２制御情報が符号化され、レート整
合され、最初のｎ個のＯＦＤＭシンボルにおいて送信される（図では、ｎ＝３が示される
）。Ｌ２データ（すなわち、ＤＬ－ＳＣＨ）は、ＣＲＣを付加され、レート整合され、残
りのＯＦＤＭシンボルにおいて送信される。例示されるサブフレーム５００、５０２は、
干渉回避が改善されている一実施形態を示す。ただし、Ｍ＝２であり、システム帯域幅内
に４つのＲＢが存在する。理解されるように、各ＲＢは１１ＯＦＤＭシンボル及び１２サ
ブキャリアに及び、したがって、１３２ＲＥを割り当てられる。
【００５９】
　Ｍ＝２５ＲＢの５ＭＨｚシステムにおいて上記で述べられたオプション１を用いるとき
、１ＲＢの細分性でＲＢの数をシグナリングするのに５ビットで十分であろう。これは、
ペイロードを４０ビットから５ビットに低減し、関連するＬ１／Ｌ２制御のためのオーバ
ーヘッドは、２送信アンテナの場合に３０％から４％に、１送信アンテナの場合に５３％
から７％に低減される。
【００６０】
　上記の記載から、本発明の一実施形態に従って動作するＢＴＳでは、従来のＤＬ－ＳＣ
Ｈの関連するＬ１／Ｌ２制御チャネルとは異なり、ＳＵ－１を搬送するＤＬ－ＳＣＨのた
めの関連するＬ１／Ｌ２制御チャネルの処理チェーンは、チャネルコーディングブロック
に先行するＣＲＣ付加ブロックを用いないことに留意されたい。
【００６１】
　それゆえ、図６は、本発明の一実施形態においてＬ１／Ｌ２制御チャネルを処理するた
めに用いられる実効的な処理チェーン６００を示す。図から明らかなように、その処理は
、ＣＲＣブロック２０２が作用しないという点で、図２に示される処理とは異なる。それ
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以外の点では、２つの処理チェーンは同じである。
【００６２】
　同様に、図７は、本発明の一実施形態におけるＬ２　ＤＬ－ＳＣＨデータに効果的な実
効的な処理チェーン７００を例示する。この場合、ＨＡＲＱがもはや不要であるので、そ
の処理は、レート整合及びＨＡＲＱブロックがレート整合器７０２としてのみ動作すると
いう点で、図３の同等のデバイスとは異なる。また、変調は常にＱＰＳＫである。
【００６３】
　本発明の好ましい実施形態は、ダウンリンク共有トランスポートチャネル（ＤＬ－ＳＣ
Ｈ）を介して、いくつかのＤＬ共通論理チャネル（ＢＣＣＨ等）の情報を送信するための
方法、及びそのＤＬ－ＳＣＨの関連するＬ１／Ｌ２制御情報を送信するための方法を提供
する。それらの方法は、関連するＬ１／Ｌ２制御情報の情報ビットの数を最小限に抑え、
それゆえ、関連するＬ１／Ｌ２制御情報の送信のために必要とされる物理資源オーバーヘ
ッドを最小限に抑えるのに効果的である。
【００６４】
　最小限に抑えられたＬ１／Ｌ２制御情報は、ＰＤＣＣＨのような物理チャネル（帯域外
シグナリング）又はＢＣＨのようなトランスポートチャネル（帯域内シグナリング）を用
いて送信することができる。
【００６５】
　本明細書において開示され、規定される発明は、本明細書本文若しくは図面において述
べられるか、又は本明細書本文若しくは図面から明らかである個々の特徴のうちの２つ以
上の特徴からなる全ての代替の組み合わせにも及ぶことは理解されよう。これらの異なる
組み合わせは全て、本発明のさまざまな代替の態様を構成する。
【００６６】
　本明細書において用いられる用語「～を備える（comprises）」（又はその文法上の変
化形）は、用語「～を含む（includes）」と等価であり、他の要素又は特徴の存在を除外
するものではないことも理解されたい。
【００６７】
　本出願は、２００７年５月２日に出願のオーストラリア仮特許出願第２００７９０２３
１７号及び２００７年１０月３０日に出願のオーストラリア特許出願第２００７２３１７
３８号に基づいており、それらの特許出願からの優先権の利益を主張し、それらの特許出
願の開示は、参照によりその全体が本明細書に援用される。
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